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工 業 用 水 道 事 業

判田浄水場（ 大分市）

大津留浄水場（ 大分市）
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１ 　 工業用水道事業の概要

（ １ ） 工業用水道事業の概要

　 …　 大野川から 取水し た水を 、 判田・ 大津留の各浄水場で浄化し 、 大分市内の各企業に工業用水

と し て供給し ている 。

　 　 併せて、 大分市水道事業と 連携し た業務を 行う こ と によ り 、 大分市の横尾浄水場に上水道の

原水も 送水し ている 。

（ ２ ） 水道料金

　 　 水道料金は、 安定し た経営ができ る よ う に責任水量制を 採用し ている 。

　 　 平成 16 年度に３ 事業の統合を 行い、 それにあわせて従来の事業別料金から ２ 種料金制への

変更を 行った。

　 　 料金については、 令和元年 10 月１ 日から 次の表の料率によ り 算出し た額に、 それぞれ 100

分の 110 を乗じ て得た額と なっ ている 。

名　 　 　 　 　 称 大 分 工 業 用 水 道

給水能力

名　 称

所在地

取水量

給水量

大津留浄水場

大分市大字大津留253

判田浄水場

大分市大字下判田1600

水　 　 　 　 　 源

取　 水　 地　 点

給　 水　 開　 始

給　 水　 区　 域

事　  　 業 　 　 費

工　 事　 期　 間

契  約  水  量

大　 　 　 　 野　 　 　 　 川

　 　 　 　 大野川河口から 15.05km 上流左岸（ 大分市大字下判田2153の1）

566,400㎥／日

564,000㎥／日

昭和34年７ 月４ 日

大分市

18,751,945千円

昭和33年度～平成14年度

計　 46事業所　 563,380㎥／日

浄  水  場

種　 　 　 　 　 別

第　 １ 　 種　 料　 金

第　 ２ 　 種　 料　 金

基　 本　 料　 金

15.80

8.80

特　 定　 料　 金

15.80

8.80

超　 過　 料　 金

31.60

17.60

（ 単位： 円/㎥）
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（ ３ ） 工業用水道事業のあゆみ

（ ア） 本県工業用水道事業の基礎

　 …　 本県では、大分臨海工業地帯に立地する 企業に低廉で豊富な工業用水を供給する こ と によ り 、

県経済の発展と 県民生活水準の向上を 目的に、 昭和 33 年〜 44 年にかけて大津留浄水場を 中心

と する 日量 264,000 ㎥の給水施設を 擁する 第１ 期事業を 完成さ せ、 既存企業や１ ・ ２ 号地に進

出し た企業への工業用水供給を 開始し た。

（ イ ） 第２ 期事業

　 …　 昭和 39 年の新産業都市の指定に伴い、 ３ ・ ４ 号地に進出し た企業に給水する ため、 昭和 43

年〜 48 年にかけて判田浄水場を 中心と する 日量 300,000 ㎥の給水施設を 完成さ せた。 併せて

大分市に上水道用水（ 日量 60,000 ㎥） を 供給する 施設も 共同施設と し て同時に施工さ れた。

（ ウ） 第１ 期・ 第２ 期改築事業

　 …　 各設備機器の近代化によ る 工業用水の安定供給と 業務運営の効率化を 図る ため、 平成４ 年か

ら 平成 11 年にかけ、 大津留、 判田浄水場の電気機械設備や汚泥処理施設、 配水管布設替など

施設の抜本改修を行っ た。 ま た、 平成７ 年５ 月から 判田浄水場内に工業用水道管理事務所を発

足さ せ、 両浄水場の遠隔集中監視制御と 保守管理の一元化を 図っ た。

（ エ） 第３ 期事業

　 …　 既存企業や６ ・ ７ 号地立地予定企業を 対象と し て当初日量 122,500 ㎥で計画さ れ、 建設は昭

和 46 年に着工し たも のの、 その後の経済情勢変化等によ り 事業は一旦休止し 、 用水需要が発

生し た関係企業へは、 第２ 期事業の余裕水を 転用し 一部給水（ 当初日量 60,000 ㎥、 平成元年

度から 日量 70,000 ㎥） を 行っ た。 その後水源と し ていた矢田ダム の建設が平成 12 年度に中止

と なっ たのを 契機に、 新たな水源を 求める こ と なく 、 第２ 期事業の一部（ 日量 70,000 ㎥） を

水源に正式に変更し 、 平成 14 年度に事業を完成さ せた。

（ オ） 事業統合と 経営改革

　 …　 平成 16 年４ 月から 、 今後の工業用水の流動化に対応する ために、 第１ ・ ２ ・ ３ 期事業を 「 大

分県工業用水道事業」 と し て統合し た。 ま た安定確実な給水確保を 図る ため更なる 給水セキュ

リ ティ ーの向上や給水コ ス ト 削減努力など の課題に対処する ため 、 平成 18 年度から 中期経営

計画（ H18 〜 H21 年度） を 策定し て経営改革に取り 組んでおり 、 工業用水の給水運転部門と

電気事業の発電所運転部門と の組織統合や、平成 21 年度には４ つの事業所を総合管理セン タ ー

に統合し 、 現場対応能力や危機管理体制の一層の強化を図っ ている 。

（ カ ） 給水ネッ ト ワーク 再構築事業

　 …　 平成 24 年度から 「 安全・ 安心」 のための取組と し て 、 給水セキュ リ ティ ーの向上を 図る べ

く 整備し てき た給水ネッ ト ワ ーク 再構築事業が平成 29 年 3 月に完成し 、 同年 4 月から 運用開

始し ている 。

　 …　 こ れは、 バイ パス 管路の増設やポン プ施設の新築等を 行う こ と によ り 、 3 系統の送水ルート

の機能を 相互に補完する ネッ ト ワ ーク を再構築し て、 災害・ 事故時でも 機能不全に陥ら ないよ

う 給水バッ ク アッ プ体制を 強化し たも のである 。

　 …　 ま た、 こ の体制を 活用し 、 施設の計画的な点検・ 補修を 行う こ と によ り 、 事故の未然防止や

修繕コ ス ト の低減を 図る こ と ができ る こ と と なっ た。
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２ 　 工業用水供給のし く み

（ １ ） 工業用水供給のし く み

　 …　 取水口から 取水さ れた大野川の表流水は、沈砂池で土砂が取り 除かれ浄水場ま で送水さ れる 。

　 　 浄水場では、 沈殿を促進さ せる 薬品や pH を 調整する 薬品が注入さ れ工業用水に適し た水に

処理さ れる 。 その後、 隧道や配水管路を通し て各工場へ送ら れる 。

　 　 大分県では、 工業用水を 大野川の白滝橋の上流から 取水し ている 。 浄水場は、 判田浄水場と

大津留浄水場があり 、 １ 日に両浄水場合わせて 62 万４ 千㎥の水を処理する 能力がある 。

（ ２ ） 工業用水の送り 先

　 　 大分市内の主に臨海工業地帯にある 46 事業所に送水し ている 。 一部は大分市横尾浄水場へ

送ら れ、 水道水と し ても 使われている 。

大野川
取水口 沈砂池

浄水場

工場

集水井

接合井配水管

隧道
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　 取水口から 浄水場に送ら れた原水（ 河川水） が一定の濁度を超過する と 浄水処理が必要と なる 。

　 沈殿を 促進さ せる 薬品（ PA C） と 混合さ れた原水は、 上図の矢印のルート を 流れる 課程で、

ス ラ ッ ジブラ ン ケッ ト ゾ ーン と 呼ばれる 層を 形成し 汚れ成分が除去さ れる 。 そし てき れいになっ

た上澄みが処理水と し てユーザーに送ら れる 。

　 沈殿池内に堆積し た汚泥は、 定期的に底部の配管から 引き 落と し 処理さ れる 。

（ ３ ） 浄水処理のし く み

沈殿池清掃作業中

沈殿池断面図
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３ 　 施設の概要

（ １ ） 主な設備

取

　水

　・

　導

　水

　設

　備

浄

　

　
水

　

　
設

　

　
備

大津留浄水場 判田浄水場

管路、 隧道、 接合井　 　 総延長5,905ｍ

希硫酸自然流下式

ス ラ ッ ジブラ ン ケッ ト 型

高速凝集沈殿池

　 内径25.6ｍ、 高5.0ｍ、 ４ 基×２ 組

　 処理能力　 264,000㎥/日

ポリ 塩化アルミ ニウ ム （ Ｐ Ａ Ｃ ）

　 デジタ ル定量ポンプ×３ 台

苛性ソ ーダ　

　 デジタ ル定量ポンプ×４ 台

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 4,900㎥

管路、 隧道　 　 　 総延長1,696ｍ

鉄筋コ ン ク リ ート 造り

　 内径15ｍ×有効水深6.1ｍ

ス ラ ッ ジブラ ン ケッ ト 型

高速凝集沈殿池

　 内径25.6ｍ、 高6.2ｍ、 ４ 基×３ 組

　 処理能力　 360,000㎥/日

ポリ 塩化アルミ ニウ ム （ Ｐ Ａ Ｃ ）

　 デジタ ル定量ポンプ×４ 台

苛性ソ ーダ　

　 デジタ ル定量ポンプ×５ 台

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 7,200㎥

取 水 口

取 水 路

除 塵 機

沈 砂 池

揚 水 ポ ン プ

導 水 路

pH調整剤（ 取水場分水枡）

着 水 井

沈 殿 池

凝 集 剤

　 注 入 ポ ン プ

ア ル カ リ 剤

　 注 入 ポ ン プ

貯 留 池

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 呑口内法幅4.2ｍ、 高3.0ｍ、 延長4.0ｍ×２ 連

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 内法幅1.0ｍ×高0.8ｍ、 延長24.0ｍ＋21.0ｍ

取水量　 566,400㎥/日（ 外大分市上水道分60,000㎥/日）

取水函渠、 隧道　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 総延長　 828ｍ

垂直型全面噴射式ロ ータ リ ース ク リ ーン 　 除塵能力60t/h以上

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 矩形内法幅８ ｍ、 有効水深3.3ｍ、 延長51.4ｍ×５ 連

両吸込型渦巻ポン プ　 　 容量16.7㎥/分、 揚程27.4ｍ、 200kW×１ 台

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容量34.4㎥/分、 揚程27.4ｍ、 200kW×１ 台

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容量68.75㎥/分、 揚程27ｍ、 390kW×４ 台

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容量47.75㎥/分、 揚程22ｍ、 220kW×４ 台
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送

　
水

　
・

　
配

　
水

　
設

　
備

受

　
電

　
設

　
備

汚

泥

処

理

設

備

大津留浄水場 判田浄水場

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　

　 幅15ｍ、長30ｍ、有効水深２ ｍ×２ 基

両吸込型渦巻ポンプ

容量22.92㎥/分、揚程24.5ｍ、125kW×５ 台

容量22.92㎥/分、揚程27.6ｍ、145kW×５ 台

管路　 　 　 　 　 　 　 総延長　  2,663ｍ

管路、 調圧水槽　 　 総延長　 21,127ｍ

内径21ｍ、 高3.9ｍ

ろ 布固定式フ ィ ルタ ープレ ス 横型

　 ろ 過面積　 600㎡×２ 台

特別高圧66kV　 ２ 回線受電

ガス 封入型（ Ｇ Ｉ Ｓ ）

油入　 3,000kVA ×２ 台

ディ ーゼル　 200V　 75kVA

ガス タ ービ ン 　 6,600V　 1,500kVA

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　

　 内径16ｍ 、 有効水深3.9ｍ

隧道、 管路、 接合井　 総延長 21,890ｍ

管路　 　 　 　 　 　 　 　 総延長 30,835ｍ

内径18ｍ 、 高4.4ｍ ×２ 基

ろ 布固定式フ ィ ルタ ープレ ス 横型

　 ろ 過面積　 820㎡×２ 台

特別高圧66kV　 ２ 回線受電

函式ガス 封入型（ Ｃ －Ｇ Ｉ Ｓ ）

油入　 2,500kVA ×２ 台

ガス タ ービ ン 　 3,300V　 3,000kVA

集 水 井

送 配 水 ポ ン プ

送 水 路

配 水 路

濃 縮 槽

加 圧 脱 水 機

受 電 方 式

絶 縁 方 式

主 変 圧 器

非 常 用 発 電 機

　 総合制御部では判田・ 大津留浄水場を 、 常時監視し ている 。

所　 在　 地 装　 置　 の　 概　 要 伝　 送　 路運用開始年月日 

Ｎ Ｔ Ｔ 専用回線
データ 処理装置（ 二重化）
通信制御装置
監視操作卓
水運用サーバ
無停電電源装置

１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式

（ ２ ） 総合制御部（ 工業用水道事業）

判田送水ポン プ

両吸込型渦巻ポン プ

容量32㎥/分、揚程11ｍ、90kW×1台

容量51.4㎥/分、揚程22ｍ、250kW×３ 台

志村配水ポンプ

横軸多段渦巻ポン プ

容量1.86㎥/分、揚程77.2ｍ、45kW×３ 台

三佐配水ポン プ

両吸込型渦巻ポン プ

容量75㎥/分、揚程26ｍ、450kW×２ 台

容量７ ㎥/分、揚程19ｍ、30kW×２ 台

容量10.4㎥/分、揚程19ｍ、45kW×１ 台

大分市大字下判田

1600（ 工水棟）
平成19.５ .１



小池原接合井 大野川松岡水管橋

大津留接合井

志村接合井

判田取水場（ 中央が沈砂池）

白滝取水口

乙津川水管橋 三佐配水ポン プ場 大野川鶴崎水管橋

第２ 調圧水槽

Ｎ

こ
う
ざ
き

小
猫
川

本
田
川

さ
か
の
い
ち

おおざい

志村接合井

日豊本線

日豊本線

小池原接合井

大津留接合井

尾崎接合井

白滝取水口

判田浄水場

判田取水場

大

野

川

大津留浄水場

た
か
じ
ょ
う

つるさき

大在大分港線 丹
生
川

EN EOS

住友化学 外

大分市横尾浄水場

王子マテリ ア 外

東洋ガス

大山金属

日本製鉄 外

大在大分港線

長松商店

太田旗店

鶴崎共同動力 外

大分福助

志村生コン

TOTOアクアテクノ

旭 化 成　 外

大分液化ガス
共　 同　 備　 蓄

大在骨材
センタ ー

九州電力

7 号地A地区

6 号地C地区

6 号地B地区

1  号 地

2  号 地

3・ 4 号地

6 号地A地区

別　 　 府　 　 湾

大

野

川

乙

津

川

大野川松岡水管橋

大津留水管橋

４ 　 工業用水道布設概要図

1 9 7

1 9 7

1 9 7

7 号地B地区

1 0

乙津川水管橋

大分キヤノン
マテリアル

大野川鶴崎水管橋

南日本
造　 船

企 業 名 等

施　 設　 名

凡　 　 　 例
火振接合井

送
水
隧
道
　
火
振
・
志
村
線

池の上接合井

送水隧道　 片野・ 池の上線

導
水
隧
道
　

片
野
・

尾
崎
線

送
水
隧
道
　
判
田・

小
池
原
線

工 業 用 水 道 管 路

工 業 用 水 道 隧 道

受 水 企 業 等

企 業 局 施 設

三佐配水ポンプ場

第１ 調圧水槽

第２ 調圧水槽

判田川接合井

フジボウ愛媛

J X 金属
製錬  外

九州電力
送 配 電

大分バイ オマス
エナジー

三井E& S
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ジャパン

セミ コンダクタ ー外



　 萩原　 　

三佐配水ポン プ場　 　

送水隧道点検中(火振志村線)

加圧脱水機(汚泥処理設備)

薬品注入ポンプ

揚水ポンプ

沈殿池
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